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今年は無事に開催今年は無事に開催

多くの方が駆けつけました

“幸せやまがた”の実現を目指し集結
　９月５日（火）、長井市民文化会館にて第57回山形県老人福祉大会を開催。４年振りの開催となった本大会には、県内　９月５日（火）、長井市民文化会館にて第57回山形県老人福祉大会を開催。４年振りの開催となった本大会には、県内
の老人クラブ関係者662名が集結し、盛大に行われました。の老人クラブ関係者662名が集結し、盛大に行われました。
　今年は、老人福祉法制定60周年と長井市老連創立60周年を迎えての記念すべき大会となりました。　今年は、老人福祉法制定60周年と長井市老連創立60周年を迎えての記念すべき大会となりました。
　オープニングや式典における表彰・感謝状授与、大会宣言など会場の様子は８〜９ページでご紹介します。　オープニングや式典における表彰・感謝状授与、大会宣言など会場の様子は８〜９ページでご紹介します。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
山

形
県
知
事
の
吉
村
美
栄
子

で
す
。
第
57
回
山
形
県
老

人
福
祉
大
会
が
、
４
年
ぶ

り
に
こ
こ
長
井
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
日
御
参
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
高
齢
者
福

祉
の
推
進
に
多
大
な
る
御

尽
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、長
年
に
わ
た
り
、

高
齢
者
の
健
康
や
福
祉
の

向
上
に
努
め
ら
れ
、
こ
の

度
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
、
な
お
一
層
御
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
御
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
高
齢
者

数
は
、
令
和
４
年
10
月
時

点
で
約
36
万
人
、
高
齢
化

率
は
34
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
そ
の
比
率
は

更
に
高
く
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
県
で
は
「
高
齢
者
一

人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
〝
幸
せ
や
ま
が
た
〟

の
実
現
」
を
目
指
し
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
と
生
き
が

い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
み
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の〝
幸
せ
や
ま
が
た
〟

の
実
現
に
は
、
行
政
や
関

係
機
関
な
ど
が
一
体
と
な

り
、
高
齢
者
の
健
康
と
暮

ら
し
を
支
え
な
が
ら
孤
立

防
止
や
介
護
予
防
に
も
資

す
る
地
域
の
仕
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
そ
こ
に
高
齢

者
の
皆
様
に
も
主
体
的
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
で
あ
り
ま
す
「
の
ば
そ

う
！　

健
康
寿
命
、
担
お

う
！　

地
域
づ
く
り
を
」

は
、
ま
さ
に
県
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
と

の
密
接
な
連
携
の
下
、
こ

の
目
標
の
実
現
に
向
け
て

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
４
年
ぶ
り
の

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り

御
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
大
会
の
御
成
功
と

一
般
社
団
法
人
山
形
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
並
び
に

県
内
各
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
、
御
参
会
の
皆
様

の
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

〝
幸
せ
や
ま
が
た
〟
の
実
現

〝
幸
せ
や
ま
が
た
〟
の
実
現

山
形
県
知
事

山
形
県
知
事
　　
吉
村
美
栄
子

吉
村
美
栄
子

　
　

あ
い
さ
つ
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第
57
回
山
形
県
老
人
福

祉
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
県
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
た
だ
い
ま
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に

対
し
ま
し
て
、
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
を

伴
う
人
口
減
少
の
進
行
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
人
々

の
暮
ら
し
や
社
会
経
済
構

造
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化

に
対
応
し
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
高
齢
者
の
持
つ

豊
富
な
知
識
と
経
験
が
大

変
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

今
後
は
、
高
齢
者
が
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
や
高

齢
者
を
支
え
る
施
策
を
さ

ら
に
充
実
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
や
社
会
参
加

の
促
進
を
理
念
と
す
る
老

人
福
祉
法
制
定
か
ら
60
周

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

年
に
「
の
ば
そ
う
！　

健

康
寿
命
、
担
お
う
！　

地

域
づ
く
り
を
」
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
の
も
と
、
関
係
者

の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、

本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
連
携
の
一
層
の
強

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

県
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
誰
も
が
健
康
で
活

き
活
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
、
今
後
も
力
を

注
い
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
山
形
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ら
び
に

県
内
各
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
ご
参
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

活
動
環
境
の
整
備
と
施
策
の
充
実
を

活
動
環
境
の
整
備
と
施
策
の
充
実
を

山
形
県
議
会
議
長

山
形
県
議
会
議
長
　　
森
田
　
　
廣

森
田
　
　
廣
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◆
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成

に
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者

山
形
市�

大
瀧
ア
ヤ
子

山
形
市�

和
田　

勝
子

山
形
市�

板
垣　

貞
夫

山
形
市�

菅
野　
　

實

天
童
市�

渡
辺　
　

仁

天
童
市�

鈴
木
孝
二
郎

東
根
市�

横
尾　

量
助

東
根
市�

武
田　

敏
夫

鮭
川
村�

荒
木　

末
治

新
庄
市�

阿
部　

寿
一

真
室
川
町�

梁
瀬　

幸
子

長
井
市�

村
山　

市
雄

長
井
市�

新
野　

誠
二

南
陽
市�

芳
武　

勇
夫

飯
豊
町�

木
村　

勝
男

飯
豊
町�

米
野
彌
壽
男

飯
豊
町�

五
十
嵐
重
男

鶴
岡
市�

田
中　
　

實

鶴
岡
市�

川
上　

一
生

酒
田
市�

佐
藤　

吉
一

酒
田
市�

川
上　

哲
生

�

計
21
名

◆
老
人
福
祉
施
設
等
の
介
護

職
員
と
し
て
通
算
15
年
以
上

業
務
に
精
励
し
、
他
の
範
と

認
め
ら
れ
る
者

加
藤　

一
郎
／
斎
藤　

咲
子

後
藤　

弥
生
／
横
尾　

仁
史

寺
﨑　

美
幸
／
寒
河
江
明
美

板
垣　

晴
美
／
高
橋　
　

保

本
間　

千
里
／
長
瀬　
　

芳

武
田
佐
和
子
／
大
津　

美
佐

樋
口　

節
子
／
岡
田
久
美
子

田
中　

友
洋
／
月
澤
み
ど
り

飯
澤　

知
美
／
後
藤
ま
ゆ
み

網
代　

佳
子
／
伊
藤　

信
子

遠
藤　

悦
子
／
遠
藤　

礼
子

髙
橋
ひ
ろ
み
／
濱
田
喜
枝
子

高
橋　

浩
子
／
舩
山　

麻
美

大
谷　

ル
ミ
／
八
島　

良
子

井
上
し
づ
子
／
長
沼　

洋
子

渡
部　

町
子
／
山
口　

賢
一

高
橋
由
紀
子
／
山
田　
　

香

佐
々
木
利
典
／
朝
倉
由
美
子

大
戸　

一
憲
／
今
野　
　

聡

竹
内　
　

環
／
佐
藤
さ
と
み

佐
藤　
　

茜
／
五
十
嵐
健
次

白
旗　

善
仁�

計
43
名

◆
社
会
福
祉
（
地
域
）
活
動

が
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市�

第
三
地
区
不
動
会

新
庄
市�

角
沢
老
人
ク
ラ
ブ

�

計
２
団
体

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労

山
形
市�

樋
口　

昭
彦

山
形
市�

阿
部　

治
夫

山
形
市�

石
田　

清
一

山
形
市�

渡
辺　
　

勇

山
形
市�

阿
部　

幸
男

山
形
市�

中
野　

基
弘

山
形
市�

相
馬　

克
正

山
形
市�

奥
山　

文
雄

米
沢
市�

石
田
し
づ
子

米
沢
市�

渡
部　

正
義

鶴
岡
市�

佐
藤　

勘
一

鶴
岡
市�

溝
江
千
代
一

鶴
岡
市�
加
藤　

繁
治

鶴
岡
市�
菅
原　
　

肇

鶴
岡
市�
齋
藤　

定
子

酒
田
市�

冨
樫　

俊
之

酒
田
市�

三
浦　

喜
代

酒
田
市�

齋
藤　
　

清

酒
田
市�

高
橋　

文
義

酒
田
市�

池
田　

勝
弥

県
知
事
感
謝
状
・
県
老
連
会
長
表
彰

感
謝
状
受
章
者�

（
敬
称
略
）

山
形
県
知
事
感
謝
状
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酒
田
市�

杉
山　

廣
弥

酒
田
市�

佐
藤　
　

眞

酒
田
市�

斎
藤　

純
市

新
庄
市�

樋
渡　

勝
彦

村
山
市�

柴
田　
　

徹

村
山
市�

大
場　

成
彦

村
山
市�

柴
田　
　

勝

村
山
市�
村
川　

幸
市

村
山
市�
後
藤　

竹
利

長
井
市�

渡
部
紀
二
六

長
井
市�

高
橋
美
知
子

天
童
市�

渡
辺　
　

仁

天
童
市�

鈴
木
孝
二
郎

東
根
市�

植
松　

幸
子

東
根
市�

附
田　

俊
夫

東
根
市�

槇　
　
　

實

尾
花
沢
市�

榎
本　
　

馨

尾
花
沢
市�

小
野　

光
男

南
陽
市�

大
津　

勝
利

南
陽
市�

加
藤
冨
士
夫

中
山
町�

松
木
實
枝
子

山
辺
町�

武
田　

哲
衛

大
江
町�

渡
辺
作
重
郎

大
江
町�

吉
野　

貴
代

河
北
町�

髙
橋　

好
幸

河
北
町�

庄
司　

勝
彦

大
石
田
町�

本
間　
　

正

大
石
田
町�

髙
橋　
　

進

舟
形
町�

治
部　

惠
子

大
蔵
村�

伊
藤　

敬
子

大
蔵
村�

佐
藤　

新
作

鮭
川
村�

工
藤　

正
和

鮭
川
村�

田
中　

悦
子

真
室
川
町�

髙
橋　

勝
廣

真
室
川
町�

杉
原　
　

勲

金
山
町�

西
田　

和
平

金
山
町�

加
藤　

勝
昭

最
上
町�

髙
山
マ
サ
子

最
上
町�

髙
橋　

庄
七

川
西
町�

井
上　

喜
一

飯
豊
町�

勝
見　

敏
雄

飯
豊
町�

後
藤　

カ
ネ

小
国
町�

秘
多　

好
信

三
川
町�

五
十
嵐　

光

庄
内
町�

森
屋
あ
さ
子

庄
内
町�

渋
谷　

友
子

遊
佐
町�
太
田　

初
子

遊
佐
町�
阿
部
善
兵
衛

遊
佐
町�
藤
原　
　

勤

遊
佐
町�

髙
橋　
　

栄
�

計
70
名

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市

　

我
老
林
し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ�

�

（
斎
地
区
）

　

山
五
十
川
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市
　

　

日
の
出
会

長
井
市
　

　

成
田
福
寿
会

中
山
町
　

　

�

中
山
町
老
人
ク
ラ
ブ�

落
合

寿
会

山
辺
町
　

　

天
神
成
和
会

大
石
田
町
　

　

駒
籠
老
人
ク
ラ
ブ

舟
形
町
　

　

野　

友
愛
ク
ラ
ブ

遊
佐
町
　

　

大
谷
地
よ
つ
ば
会

　

し
も
の
さ
わ
老
友
会

�

計
10
団
体

◆
永
年
勤
続

　

県
老
連　

大
津　

歩
美

�

計
１
名

県知事感謝状　村山市雄さん（長井市）
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

令和５年度令和５年度
県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰

達成おめでとうございます達成おめでとうございます

区　　分 市町村老連数 クラブ数 会員増数
①新規会員10％増 22 61 469
②70歳未満会員割合5％増 10 16 ―
③再結成・再加入、新規結成クラブ 4 4 67
④市町村老連会員増 2 ― 22

計 81 558

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
・
単

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
・
単

位
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
に
あ
る
実
態
を

位
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
に
あ
る
実
態
を

踏
ま
え
、
平
成
９
年
度
か
ら
「
会
員

踏
ま
え
、
平
成
９
年
度
か
ら
「
会
員

加
入
プ
ラ
ス
５
人
作
戦
」、
さ
ら
に

加
入
プ
ラ
ス
５
人
作
戦
」、
さ
ら
に

平
成
平
成
2222
年
度
か
ら
は
３
カ
年
を
単
位

年
度
か
ら
は
３
カ
年
を
単
位

に
計
画
・
実
施
す
る
「
県
内
一
斉
会

に
計
画
・
実
施
す
る
「
県
内
一
斉
会

員
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
、

員
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
、

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
共
通
の
目
標

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
共
通
の
目
標

を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制
限
等
が
さ

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制
限
等
が
さ

れ
て
い
る
中
で
、
自
宅
訪
問
や
行
事
の

れ
て
い
る
中
で
、
自
宅
訪
問
や
行
事
の

際
に
会
員
勧
誘
を
す
る
機
会
も
少
な

際
に
会
員
勧
誘
を
す
る
機
会
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
表
彰
４
区
分
を

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
表
彰
４
区
分
を

対
象
に
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

対
象
に
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

を
ま
と
め
、
達
成
ク
ラ
ブ
を
市
町
村

を
ま
と
め
、
達
成
ク
ラ
ブ
を
市
町
村

老
連
か
ら
申
請
を
い
た
だ
き
ま
し
た

老
連
か
ら
申
請
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。。

今
年
は
、
各
部
門
を
と
お
し
て

今
年
は
、
各
部
門
を
と
お
し
て
2222
老老

連
よ
り
申
請
が
あ
り
、

連
よ
り
申
請
が
あ
り
、
8181
ク
ラ
ブ
・

ク
ラ
ブ
・

２
連
合
会
が
達
成
さ
れ
ま
し
た

２
連
合
会
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。。

今
後
も
「
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

今
後
も
「
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

灯
を
消
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
、
県

灯
を
消
す
な
！
」
を
合
言
葉
に
、
県

老
連
と
市
町
村
老
連
が
一
体
と
な

老
連
と
市
町
村
老
連
が
一
体
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
仲
間
づ
く
り
を
基

り
、
こ
れ
ま
で
の
仲
間
づ
く
り
を
基

本
に
し
た
新
規
会
員
を
増
や
す
活
動

本
に
し
た
新
規
会
員
を
増
や
す
活
動

に
加
え
、
現
在
あ
る
ク
ラ
ブ
の
活
性

に
加
え
、
現
在
あ
る
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
、ま
た
、解
散
や
休
会
し
て
し
ま
っ

化
、ま
た
、解
散
や
休
会
し
て
し
ま
っ

た
ク
ラ
ブ
を
再
結
成
・
再
加
入
す
る

た
ク
ラ
ブ
を
再
結
成
・
再
加
入
す
る

こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
未
組
織
地
域
に

こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
未
組
織
地
域
に

結
成
を
呼
び
か
け
る
行
動
発
展
に
取

結
成
を
呼
び
か
け
る
行
動
発
展
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

友
人
伝
い
の
声
掛
け

ク
ラ
ブ
創
設
よ
り
35
年
（
当
時
会

員
32
名
）。
加
入
促
進
に
つ
い
て
、

総
会
や
各
会
代
表
者
会
議
で
課
題
提

示
を
行
い
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
若
年
層
の
新
規
会
員

加
入
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

会
の
平
均
年
齢
は
80
歳
。
70
歳
を
超

え
て
も
就
業
し
て
い
る
方
が
多
く
、

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
近
因
で
あ
る
と

見
て
い
ま
す
。

会
員
は
減
少
す
る
一
方
。
こ
の
状

況
に
、
若
手
会
員
が
会
存
続
に
危
機

意
識
を
持
ち
始
め
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
町
内
で
近
し
い
友
人
へ

声
掛
け
を
し
ま
し
た
。
人
か
ら
人
へ

友
人
を
伝
い
、
勧
誘
活
動
を
促
進
。

親
し
い
友
人
か
ら
の
誘
い
で
あ
る
た

め
か
、
そ
の
口
コ
ミ
が
見
事
に
広
が

り
、
新
規
若
手
会
員
の
獲
得
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勧
誘
対
象

者
が
こ
の
時
期
、
適
年
齢
と
な
っ
た

日
の
出
会（
新
庄
市
）

会
員
数
：
17
名

会
　
長
：
結
城
　
一
重

70
歳
未
満
会
員
割
合
５
%
増
達
成
ク
ラ
ブ
紹
介
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

退
職
直
後
を
見
定
め�

声
掛
け

高
齢
化
に
伴
い
施
設
へ
入
所
す
る

方
、
亡
く
な
る
方
が
増
え
、
会
員
数
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
75

歳
以
上
の
居
住
者
が
少
な
く
、
会
員

増
加
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
の
実
情
か
ら
ク
ラ
ブ
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
、
会
員
全
員
で
入
会
促

進
に
注
力
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
具
体
策
と
し
て
は
、
退
職
し
た

ば
か
り
の
方
々
を
は
じ
め
、
ま
だ
入

会
さ
れ
て
い
な
い
方
に
声
を
掛
け
勧

誘
を
行
い
ま
し
た
。結
果
、若
い
方
々

の
入
会
が
増
え
会
員
増
へ
と
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

当
会
は
、
降
雪
前
の
火
曜
、
金
曜

に
輪
投
げ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
身

近
な
こ
と
、
集
落
の
こ
と
を
話
し
合

い
「
ア
ハ
ハ
・
オ
ホ
ホ
」
と
笑
い
合
っ

て
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。
集
落
の
生
ビ
ー
ル
大
会

や
諸
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

や
町
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

こ
と
も
幸
い
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
を
乗
り
越
え
、

当
会
で
は
あ
ら
た
に
高
齢
者
の
健

康
、
交
通
安
全
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
「
研
修
講
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
奉
仕
と
し
て
、
公
民
館

の
清
掃
を
行
い
、
学
区
内
の
小
中
学

校
へ
は
「
手
縫
い
の
雑
巾
」
を
寄
贈

す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
励
ん
で
い
ま
す
。
情
報
交
換
や
会

員
相
互
の
交
流
会
と
し
て
、
芋
煮
会

や
忘
年
会
を
年
に
１
回
実
施
。
春
・

秋
に
は
研
修
旅
行
も
あ
り
ま
す
。

感
染
症
対
策
を
施
し
要
警
戒
し
な

が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
以

前
の
活
気
あ
る
活
動
へ
と
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

交通安全講座

萩は
ぎ
ゅ
う生
北
部
長
生
会
（
飯
豊
町
）

会
員
数
：
40
名
　 

会
　
長
：
嘉
藤
　
幹
夫

会
員
同
士
の
交
流
で
ス
ト
レ
ス
解
消

飯豊町レクリエーション
大会に参加
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

９
月
５
日
（
火
）、
長
井
市
民
文

化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
57

回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
去
年
ま
で

の
３
大
会
を
中
止
に
し
て
き
ま
し
た

が
、４
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

長
井
市
總
宮
神
社
の
黒
獅
子
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

他
に
類
を
見
な
い
独
特
の
舞
が
、
来

場
者
を
感
嘆
の
渦
へ
と
巻
き
込
み
ま

し
た
。

ま
た
、
式
典
に
お
い
て
多
年
に
わ

た
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成
に
特

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
〝
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
長
井
市
〟

に
老
人
福
祉
関
係
者
が
集
い
ま
し

た
。〝

幸
せ
や
ま
が
た
〟
の
実
現
を
目

指
し
、
参
加
者
は
連
携
強
化
の
決
意

あ
ら
た
に
、
本
大
会
は
盛
会
裏
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

總宮神社黒獅子（左）と警固（右）

第
57
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

４
年
ぶ
り
の
開
催

４
年
ぶ
り
の
開
催

��
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

長井市老連五十嵐会長の
開会あいさつ

警固掛かり 客席内を練り歩く黒獅子
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

県老連会長表彰の授与
石田しづ子さん（米沢市）

受章者代表あいさつ
村山市雄さん（長井市）

岸部県老連会長の式辞内谷長井市長の歓迎のあいさつ

大
会
宣
言
案
は
式
典
の
終
盤
に
須
藤
の
り
子
副
会
長
が
読
み
上
げ
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
宣
言
が
多
く
の
方
々
か
ら
承
認
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
拡
充

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

須藤のり子副会長の大会宣言
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は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
県
内
外

の
企
業
９
社
か
ら
賞
品
等

の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、

上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優　

勝

　

千
葉
市
生
浜
公
民
館
チ
ー
ム

�

（
千
葉
市
）
１
３
８
０
点

準
優
勝　

草
岡
Ａ

�

（
長
井
市
）
１
３
８
０
点

第
３
位　

寺
泉
寿
会
Ｂ

�

（
長
井
市
）
１
１
４
６
点

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の

も
と
、
10
月
13
日
（
金
）、

ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形
体

育
館
で
４
年
ぶ
り
に
公
式

ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら
46
チ
ー
ム
の
選
手
・
補

欠
２
１
３
名
が
参
加
。

　

選
手
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
っ
た
３
年

間
に
感
染
予
防
対
策
を
し

な
が
ら
地
域
で
地
道
に
練

習
を
行
い
、
輪
を
投
げ
る

技
と
狙
う
場
所
の
攻
略
方

第
16
回
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会

３
年
分
の�

想
い
解
放
！

200名以上が参加したワナゲ交流大会

　

９
月
15
日
（
金
）、
村

山
市
民
会
館
に
て
村
山
市

老
人
の
日
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
一

般
市
民
約
１
６
０
名
が
集

ま
り
、
敬
老
祝
い
品
や
山

形
新
聞
お
し
ど
り
金
婚
さ

ん
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
催
者
や
来
賓
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
老
人
福
祉

法
に
磨
き
を
か
け
、
各
市

町
村
の
代
表
選
手
と
し
て

出
場
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

川
西
町
と
飯
豊
町
は
初

参
戦
、
会
場
の
緊
迫
し
た

雰
囲
気
に
驚
き
な
が
ら
も

集
中
力
を
高
め
投
輪
。
常

連
出
場
チ
ー
ム
も
そ
れ
ぞ

れ
ラ
イ
バ
ル
と
意
識
す
る

チ
ー
ム
の
得
点
を
気
に
し

な
が
ら
一
投
一
投
丁
寧
に

投
輪
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
競
技
運
営

方
法
を
団
体
戦
の
み
と
し
、

１
チ
ー
ム
３
人
３
ゲ
ー
ム

の
総
合
得
点
で
順
位
を
競

い
ま
し
た
。
成
績
の
結
果

法
改
正
に
よ

り
制
定
さ
れ

た
「
老
人
の

日
」
に
つ
い

て
、
経
緯
等

の
お
話
が
あ

り
、
行
事
開

催
の
主
旨
を

改
め
て
理
解

す
る
こ
と
が

クラブ会員や一般市民の方々

市
町
村
老
連
活
動
紹
介

村
山
市
老
人
の
日
の
つ
ど
い

�

３
年
越
し
念
願
開
催

村
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

※�

優
勝
・
準
優
勝
は
同
点

で
す
が
、
選
手
の
平
均

年
齢
が
高
い
チ
ー
ム

が
上
位
と
な
り
ま
し

た
。
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を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

日
頃
、
各
自
で
練
習
し
て

い
る
歌
や
踊
り
な
ど
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
高
齢
者
の
交
流
の
場
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
連

合
会
へ
の
加
入
促
進
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
が

４
つ
と
個
人
会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
々
加

入
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

で
も
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
会
員
か
ら
喜
ば
れ
る
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。
連

合
会
に
お
い
て
も
、
会
員

の
増
員
に
つ
い
て
検
討
は

し
て
い
る
も
の
の
、
な
か

な
か
結
果
に
表
れ
な
い
状

況
で
す
。

　

日
頃
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
町
道
（
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
）
花
壇
の

整
備
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
、
ワ
ナ
ゲ
大

会
、
ふ
る
さ
と
少
年
教

室
（
小
学
生
と
の
異
世
代

間
交
流
）、
い
き
い
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
女
性
委
員

研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
具
体
的

な
活
動
内
容
の
一
つ
と
し

て
、「
歌
声
な
の
花
」
と

的
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
す
。
３
年
ほ
ど
前
か
ら

開
催
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し

で
き
ま
し
た
。
式

典
の
あ
と
「
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ル
ポ

ゼ
」
の
演
奏
が
あ

り
、
楽
し
い
時
間

で
し
た
。

　

本
つ
ど
い
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
目

た
。
今
回
よ
う
や
く
開
催

へ
と
至
り
ま
し
た
が
、
こ

の
趣
旨
を
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
や
一
般
市
民
に
浸
透
さ

せ
る
に
は
、
継
続
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
重
要
か
と

思
い
ま
す
。

お祝い品の贈呈

い
う
高
齢
者
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
の
団
体
が
あ
り
ま
す

が
、
平
均
年
齢
80
歳
を

超
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
毎
月
２
回
の
練
習
と

年
数
回
の
発
表
の
場
で
日

頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
お

り
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
準
備

か
ら
す
べ
て
自
分
た
ち
で

行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
集
ま
る
こ
と
が
「
楽
し

い
」
と
言
っ
て
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
活
動
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
三
川
町
老
ク

連
創
立
60
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
12
月
に
記
念

行
事
の
開
催
を
検
討
中
で

す
。
連
合
会
に
入
っ
て
い

な
い
高
齢
者
へ
も
広
く
声

掛
け
し
て
、
演
芸
発
表
会

歌声なの花と園児との交流会

ふるさと少年教室

い
よ
い
よ

�

創
立
60
周
年

三
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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第第
5252
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
秋
田
大
会
）
開
催

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
秋
田
大
会
）
開
催

　

11
月
８
日
（
水
）
～
９
日

（
木
）、
秋
田
市
あ
き
た
芸
術

劇
場
ミ
ル
ハ
ス
を
会
場
に
第

52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
か
ら
は
被
表
彰
者

を
含
む
14
名
が
参
加
、
隣
県

で
の
全
国
大
会
の
た
め
中
型

バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
県

内
４
カ
所
に
停
留
所
を
設
け

て
参
加
者
が
乗
車
、途
中
「
道

の
駅
お
が
ち
」
な
ど
で
休
憩

を
取
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
会

場
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
式
典
で
は
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

長
表
彰
が
行

わ
れ
、
本
県

か
ら
庄
内
町

老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
東

根
市
新
町
双

和
会
の
２
団

体
が
受
賞
し

ま
し
た
。
仲

間
の
栄
え
あ

る
受
章
に
参

加
者
一
同
、

胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。
秋
田
市

内
の
食
堂
に
て
夕
食
懇
親
会

を
行
い
、
参
加
者
が
日
頃
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

仲
間
と
語
り
合
い
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
地
域
支
え
合

い
活
動
を
広
げ
よ
う
！
」
が

行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
取

り
組
む
地
域
支
え
合
い
活
動

の
事
例
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
再
び
の

ん
び
り
ゆ
っ
く
り
仲
間
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

あきた芸術劇場ミルハス前で撮影
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薬剤師さんのおくすり情報箱

風邪と抗生物質の関係
　皆さんは風邪をひいたときにどんな薬を飲みますか？風邪薬には、解熱剤や咳
止め、漢方薬など、いろいろな種類がありますが、抗生物質を思い浮かべる方も
少なくないのではないでしょうか？
　今回は、そんな風邪と抗生物質の関係についてお話していきたいと思います！
さて、そもそも抗生物質は風邪薬と言っても良いのでしょうか？抗生物質は、細
菌に対して有効ではありますが、ウィルスには無効です。そして、風邪の原因の
多くはウィルスなのです。ウィルス感染に対して抗生物質を飲むと、ただ効かな
いというだけではなく、体の中の善玉菌までやっつけてしまうのです。これでは、
体にとってマイナスですよね。
　抗生物質を誤って使うことによる弊害は、個人の問題だけにとどまりません。
それが、“耐性菌”という存在です。耐性菌とは、抗生物質が効かなくなってしまっ
た菌のことです。とある研究では、2050 年には世界で 1000 万人が耐性菌に
より死亡するという予測が導き出されています。耐性菌の対策は世界で取り組む
べき課題と言えます。

　日本でも、厚生労働省が薬剤耐性対策アクションプランというもの発表し、抗生物質を適切に使用すること
で耐性菌の発生を抑制しようという動きが高まっています。以前は、念のために抗生物質を処方する、という
ケースも多くみられましたが、最近では耐性菌のリスクを考えたうえで、不必要
な処方を避けるべきとされています。
　皆さんができる、具体的な行動としては、
① 抗生物質が処方されたら、最後までしっかり服用する
② 風邪をひいたからと言って、すぐに抗生物質を処方してもらおうと考えない
③ 他人からもらった抗生物質や、家に余っている抗生物質を勝手に服用しない
　の３つが挙げられます。
　自分自身の健康だけではなく、将来の子どもたちのためにも、抗生物質の適正
使用について考えていきたいですね。

HAPPY　LIFE　薬剤師
今井　隆裕 氏
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　このコーナーでは、公式ワ
ナゲの「いまさら聞けない！
いつも疑問に思うこと」をワ
ナゲの先生が特別指導をして
くれるコーナーです。

今
回
の

�

質
問
者
さ
ん
は
？

質
問
者
：
Ｄ
さ
ん

い
き
い
き
サ
ロ
ン
に

来
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
９
本
の
輪
を
全
部

持
つ
と
重
く
て
う
ま
く

投
げ
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
輪
を
床
や
椅
子
に

置
い
て
、
１
本
ず
つ
取

り
上
げ
て
投
げ
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

回
答
：
ワ
ナ
ゲ
先
生

片
腕
に
９
本
の
輪
を
全
部
持
つ

と
か
な
り
重
い
で
す
よ
ね
！

ワ
ナ
ゲ
の
輪
は
１
本
１
３
３
ｇ

～
１
３
５
ｇ
ほ
ど
あ
り
ま
す
の

で
、
９
本
全
部
を
持
つ
と
１
・
２

㎏
以
上
に
な
り
ま
す
。
重
い
と
感

じ
た
と
き
は
、
床
に
置
い
た
り
、

投
輪
す
る
と
こ
ろ
に
椅
子
な
ど
を

置
い
て
１
本
１
本
取
り
上
げ
て
投

げ
て
も
い
い
で
す
よ
。

例
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
老
人
施
設
で
は
、
介
護
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
が
輪
を
持
っ
て
１
本
ず
つ

渡
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

床
に
置
い
て
１
本
ず
つ
取
り
上

げ
る
と
き
は
、
輪
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
狙
い
を
定
め
て
投
げ
よ
う

と
し
た
輪
が
床
に
落
ち
た
場
合

は
、
１
投
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す

の
で
、
取
り
上
げ
た
際
に
落
と
し

た
場
合
も
１
投
と
さ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ナ
ゲ
の
輪
は
１
本
１
本
ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
投
げ
ま
し
ょ
う
。
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参
加
者
の
声
に

参
加
者
の
声
に

喜
び
も
一
入

喜
び
も
一
入

長
井
市
は「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
春
の
桜
に
始
ま

り
秋
の
萩
ま
で
花
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
９
月
５
日
の
県
老
人
福
祉
大

会
で
披
露
し
た
黒
獅
子
も
有
名
で

す
。長

井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
４

月
１
日
現
在
、会
員
数
１
０
３
８
名
、

24
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し

て
か
ら
は
、
活
動
を
縮
小
し
ま
し
た

が
、
外
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら

継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

途
中
、
担
当
が
変
わ
っ
た
期
間
を

除
き
、
ト
ー
タ
ル
で
６
年
担
当
し
て

い
ま
す
。
業
務
内
容
と
し
て
は
、
総

会
や
理
事
会
な
ど
の
資
料
作
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
者
の
取
り
ま
と

め
、
準
備
な
ど
が
主
な
業
務
で
す
。

大
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
「
楽
し

か
っ
た
」「
準
備
大
変
だ
っ
た
べ
、

お
疲
れ
様
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
う

と
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
嬉
し
く
な

り
ま
す
。

会
長
さ
ん
た
ち
が
「
若
い
人
が
入

ら
ず
、
高
齢
の
人
し
か
い
な
い
」
と

言
う
の
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
声
掛
け

も
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
な
か
な

か
難
し
い
よ
う
で
す
。
今
後
、
若
い

人
も
で
す
が
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
方
に
も
加
入
い
た
だ
き
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
と
し
て
も
、
会
員
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
お

手
伝
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
木
か
お
り
さ
ん

�

（
長
井
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

ペタンク大会などさまざまな大会を運営

会員の皆さんの〝楽しかった〟が喜びです
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本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
た
県
老
人
福
祉
大

会
は
、
長
井
市
当
局
の
絶
大
な

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
開
催

で
き
た
の
だ
と
感
慨
深
く
思
っ

て
い
ま
す
。
８
月
頃
か
ら
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
長
井
市
福
祉
あ

ん
し
ん
課
の
担
当
者
や
市
社
協

担
当
者
と
電
話
で
や
り
と
り
を

し
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
お
互

い
遠
慮
も
あ
っ
て
会
話
に
ぎ
こ

ち
な
さ
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
会
話
の
雰
囲
気
は
和
み
、

お
互
い
に
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
を

出
し
合
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
面

白
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
山
形
弁
と
置
賜
弁

の
掛
け
合
い
も
面
白
さ
が
増
し

て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
私
に
と
っ
て
置
賜
弁
は
人

の
心
を
丸
く
包
み
込
む
よ
う
な

温
も
り
の
あ
る
方
言
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
電
話

が
無
か
っ
た
日
や
お
休
み
は
少

し
さ
び
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

日
々
の
電
話
は
〝
声
を
か
け

あ
っ
て
確
認
し
合
う
こ
と
〟
で

よ
り
安
全
な
大
会
運
営
を
す
る

た
め
。
無
事
に
大
会
が
終
了
し

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
お
し
ょ
う
し
な

（
あ
り
が
と
う
）。

編編  

集集  

後後  

記記

見せて下さい

あなたの作品

申込応募票の
お問い合わせ先

社会福祉法人 山形県社会福祉協議会
一般社団法人 山形県老人クラブ連合会

電話 023-622-5805　FAX 023-622-5866
電話 023-622-5601　FAX 023-622-5606

令和6年2月16日（金）～18日（日）
AM10：00～ PM5：00
（最終日はPM3：00まで）

会　期会　期

山形美術館　山形市大手町1-63　
　　　　　　電話023-622-3090会　場会　場

山形県
山形県社会福祉協議会
山形県老人クラブ連合会

主　催主　催

高齢者の創作した日本画・洋画・彫刻・
工芸・書・写真の6部門

募集募集
  内容  内容

「作品募集票」については下記までお問い合わせください。

令和6年1月5日（金）締　切締　切専用の「作品募集票」に必要事項
を記入の上、郵送またはFAXにて
お申し込みください。

申込申込
 方法 方法

特に定めないテーマテーマ

県内在住で、昭和40年4月1日以前に
生まれたアマチュアの方

応募応募
 資格 資格

出品点数は、各部門を通じ１人１点とし、出品作品は出品者本人であり、かつ個人によ
り創作された未発表作品とする。また応募資格年齢に達した以降の作品とする。

出品点数出品点数
および出品作品および出品作品

美術展作品募集美術展作品募集第32回山形県健康福祉祭第32回山形県健康福祉祭
ときめきねんりんピック2023ときめきねんりんピック2023

山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2023）『美術展』が山形県美術館で開催されます。山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2023）『美術展』が山形県美術館で開催されます。

きららクラブ山形 16第37号

第37号
令和5年11月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ https://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

会

報


